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中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
か
ら
何
を
学
ぶ
か
─
特
集
に
よ
せ
て

三
　
浦
　
　
徹

　

本
号
は
、
お
茶
大
で
イ
ス
ラ
ー
ム
史
を
担
当
し
て
き
た
私
の
定
年
退
職
を
記
念
す
る
「
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
特
集
」
号
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
九
〇
年
に
お
茶
大
に
着
任
し
て
か
ら
二
九
年
間
に
わ
た
り
、
一
年
生
の
入
門
的
な
講
義
か
ら
、
学
部
の
演
習
（
ゼ
ミ
）、
大
学
院

（
博
士
前
期
、
後
期
）
の
演
習
を
担
当
し
、
卒
業
論
文
七
〇
本
、
修
士
論
文
二
二
本
、
博
士
論
文
七
本
の
主
査
（
主
任
指
導
）
を
務
め
た
。
学

生
が
探
究
し
た
い
テ
ー
マ
で
論
文
を
か
く
、
と
い
う
方
針
に
し
て
い
た
の
で
、
論
文
の
地
域
・
時
代
・
テ
ー
マ
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
こ
ち
ら

が
に
わ
か
勉
強
を
し
た
り
、
教
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
お
茶
大
大
学
院
で
学
ん
だ
一
二
名
の
研
究
者
（
修

了
生
）
が
論
文
・
史
料
訳
・
研
究
ノ
ー
ト
を
寄
稿
し
て
い
る
。
特
集
の
話
が
あ
っ
た
と
き
に
、
実
証
的
な
論
文
も
よ
い
が
、「
研
究
ノ
ー
ト
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
研
究
の
展
望
（
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
を
書
く
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
は
、
会
費
を
払
っ
て
本
誌
を
購
読
し
て
い
る
千
名
近
く

の
卒
業
生
（
読
史
会
会
員
）
の
方
々
に
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
一
端
を
み
て
い
た
だ
く
機
会
に
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
学
位
論

文
（
学
士
、
修
士
、
博
士
）
の
指
導
と
審
査
は
、
中
国
史
担
当
教
員
（
窪
添
慶
文
先
生
、
岸
本
美
緒
先
生
）
と
ペ
ア
で
行
い
、
い
つ
も
鋭
い
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
特
集
に
あ
た
っ
て
は
、
長
く
研
究
仲
間
で
あ
っ
た
岸
本
先
生
に
寄
稿
を
お
願
い
し
た
。
教
育
・
研
究
・
家
事

と
多
忙
な
な
か
で
寄
稿
い
た
だ
い
た
方
々
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

提
出
さ
れ
た
原
稿
を
最
初
に
よ
み
、
コ
メ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
「
編
集
者
」
の
役
を
つ
と
め
る
う
ち
に
、
自
分
が
な
に
も
発
言
し
な
い
の
は

申
し
訳
な
い
と
い
う
気
が
し
て
き
た
。
ま
た
授
業
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
史
か
ら
何
が
学
べ
る
か
を
考
え
よ
う
、
と
い
っ
て
き
た
手
前
、
こ
の
問

い
に
対
す
る
自
分
な
り
の
解
答
を
提
示
し
て
お
く
責
任
も
あ
る
と
考
え
た
。
以
下
は
、
私
自
身
の
歴
史
学
や
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
へ
の
関
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心
の
変
遷
を
備
忘
録
風
に
綴
っ
た
答
案
で
あ
る
。

（
１
）
歴
史
（
学
）
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
大
学
の
教
養
課
程
の
こ
ろ
。
明
治
維
新
や
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と
く
に
色
川
大

吉
の
『
明
治
精
神
史
』
増
補
版
（
黄
河
書
房
、
一
九
六
八
）
や
『
明
治
の
文
化
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
に
お
け
る
民
衆
憲
法
の
創
造
に

感
動
し
た
。
秩
父
事
件
と
そ
の
敗
北
に
も
関
心
を
も
ち
、
秩
父
困
民
党
の
足
跡
を
た
ど
っ
た
（
当
時
一
緒
に
旅
し
た
仲
間
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

や
裁
判
所
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
）。
鹿
野
政
直
『
明
治
の
思
想
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
）
が
述
べ
る
、
人
は
な
に
を
語
る
か
で
は
な

く
、
い
か
に
語
る
か
に
よ
っ
て
人
を
信
頼
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
歴
史
研
究
の
意
味
は
、「
未
発
の
契
機
」
を
探
る
こ
と
に
あ
る
と

い
う
こ
と
、
こ
の
ふ
た
つ
は
、
人
々
と
共
同
作
業
を
す
る
な
か
で
自
分
の
指
針
と
な
っ
た
。

（
２
）
大
学
の
専
門
課
程
は
、
法
や
経
済
や
思
想
と
い
っ
た
専
門
に
分
化
す
る
の
で
は
な
く
、
ト
ー
タ
ル
に
人
間
と
社
会
を
捉
え
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
地
域
研
究
の
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。
頭
に
あ
っ
た
問
い
は
、
な
ぜ
人
び
と
は
天
皇
制
（
フ
ァ
シ
ズ
ム
）
を
受
け
入
れ
た
の

か
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
空
洞
化
す
る
戦
後
民
主
主
義
と
い
う
容
れ
物
へ
の
疑
問
と
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
を
選
ん
だ
の

は
、
単
純
に
は
ド
イ
ツ
語
を
選
択
し
て
い
た
こ
と
、
同
様
の
道
を
た
ど
っ
た
ド
イ
ツ
を
通
し
て
、
日
本
を
相
対
化
で
き
な
い
か
、
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。

（
３
）
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
、
大
学
三
年
の
秋
。
高
校
で
は
中
国
史
し
か
習
わ
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
「
イ
」
も
マ
ム

ル
ー
ク
と
い
う
存
在
も
知
ら
な
か
っ
た
。
一
九
七
三
年
の
一
〇
月
、
第
四
次
中
東
戦
争
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
石
油
戦
略
に
よ
っ
て
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
が
日
本
を
襲
っ
た
。
ド
イ
ツ
地
域
研
究
の
学
科
に
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
た
め
、
世
界
史
上
差
別
を
う
け
て
き

た
ユ
ダ
ヤ
人
が
建
国
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
同
様
に
植
民
地
支
配
の
犠
牲
者
で
あ
る
ア
ラ
ブ
諸
国
が
な
ぜ
戦
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑

問
を
抱
い
た
。
折
し
も
、
板
垣
雄
三
先
生
の
「
ア
ラ
ブ
近
代
史
」
と
い
う
授
業
が
あ
り
、
門
外
漢
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
講
し
た
。
授
業
は
、

「
ア
ラ
ブ
と
は
な
に
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
ア
ラ
ブ
と
は
（
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
も
ま
た
）
相
関
的
な
概
念
で
あ

り
、
そ
れ
は
自
他
を
峻
別
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
型
）
近
代
」
の
対
極
に
あ
り
、
後
者
の
二
分
法
的
世
界
観
が
内
部
に
か
か
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え
る
矛
盾
（
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
）
の
輸
出
が
帝
国
主
義
（
植
民
地
主
義
）
で
あ
り
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
問
題
を
産
み
出
し
て
い
る
。
現
代
の
問
題

が
、
原
初
的
原
理
的
な
問
題
に
立
ち
か
え
っ
て
解
か
れ
る
快
感
か
ら
、
俄
然
興
味
を
も
ち
、
四
年
次
に
は
早
稲
田
大
で
開
講
さ
れ
る
ア
ラ
ビ
ア

語
の
授
業
に
も
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
板
垣
雄
三
編
『
ア
ラ
ブ
の
解
放
』（
平
凡
社
、
一
九
七
四
）
は
、
資
料
集
で
あ
り
な
が
ら
、
資
料
の
選
択
に

こ
の
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
卒
業
論
文
は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
く
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
の
社
会
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
（D

ie politische und 

geisitige G
rundlage der w

eim
arer Zeit

）。
ド
イ
ツ
革
命
（
と
く
に
レ
ー
テ
運
動
）
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
瓦
解
か
ら
、
新
即
物
主
義
や
バ
ウ
ハ
ウ

ス
運
動
な
ど
日
常
に
立
ち
か
え
る
思
想
や
営
み
に
関
心
（
期
待
）
を
よ
せ
た
（
ア
イ
デ
ア
の
も
と
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ゲ
イ
『
ワ
イ
マ
ー
ル
文

化
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
〇
）。
終
章
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
宿
命
（
合
理
性
の
追
求
に
よ
る
魂
の
喪
失
）
を
自
覚
し
た
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
職
業
と
し
て
の
政
治
」
の
あ
る
文
句
（Ich kann nicht anders, hier stehe Ich

、
余
所
に
は
い
け
ま
せ
ん
、
こ
こ
に
立
ち
ま

す
）
で
あ
っ
た
。
自
分
勝
手
な
思
い
込
み
だ
け
で
書
い
た
も
の
ゆ
え
に
、
書
き
終
え
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
。
就
職
先
は
決
ま
っ
て

い
た
が
、
大
学
院
を
受
験
し
、
面
接
（
口
述
）
で
学
問
の
基
本
的
な
作
法
を
知
ら
な
い
こ
と
を
あ
っ
さ
り
見
抜
か
れ
て
不
合
格
と
な
っ
た
。

（
５
）
平
凡
社
に
就
職
し
、
三
年
間
の
雑
誌
編
集
（
別
冊
太
陽
シ
リ
ー
ズ
）
の
勤
務
の
の
ち
、
百
科
事
典
の
編
集
部
に
移
り
、
そ
こ
で
再
び
、

歴
史
学
の
面
白
さ
に
出
会
っ
た
。
百
科
事
典
は
平
凡
社
の
看
板
商
品
で
あ
っ
た
が
、
三
〇
年
ぶ
り
に
全
面
改
訂
の
新
版
を
編
集
す
る
に
あ
た
っ

て
、
学
問
分
野
別
の
編
集
（
項
目
選
定
）
に
か
え
て
、
エ
リ
ア
（
地
域
）
を
ユ
ニ
ッ
ト
に
す
る
新
シ
ス
テ
ム
が
採
ら
れ
た
。
事
典
の
各
項
目

（
固
有
名
詞
で
あ
れ
普
通
名
詞
で
あ
れ
）
を
地
域
・
社
会
の
全
体
像
（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
の
な
か
で
記
述
す
る
、
と
い
う
狙
い
で
あ
っ
た
。
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
事
項
（
の
説
明
）
は
、
い
わ
ば
入
口
で
あ
り
、
そ
こ
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
関
連
す
る
項
目
を
引
き
進
む
こ

と
で
、
知
の
体
系
を
つ
く
る
（
あ
る
い
は
事
典
の
な
か
に
知
の
体
系
が
内
在
す
る
）
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
私
は
、
ド
イ
ツ
、
中
東
の
ほ

か
、
北
欧
、
東
欧
、
中
央
ア
ジ
ア
、
の
五
つ
の
エ
リ
ア
を
担
当
し
た
。
中
東
の
編
集
委
員
会
で
は
、
板
垣
先
生
の
ほ
か
、
嶋
田
襄
平
、
佐
藤
次

高
、
永
田
雄
三
、
坂
本
勉
、
ド
イ
ツ
で
は
阿
部
謹
也
、
良
知
力
、
北
欧
で
は
熊
野
聡
、
東
欧
で
は
萩
原
直
、
中
央
ア
ジ
ア
で
は
間
野
英
二
、
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
で
は
二
宮
宏
之
、
川
北
稔
、
と
い
っ
た
先
生
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
阿
部
謹
也
『
中
世
を
旅
す
る
人
び
と
』
と
網
野
善

彦
『
無
縁
・
苦
界
・
楽
』
が
相
次
い
で
平
凡
社
か
ら
刊
行
さ
れ
（
一
九
七
八
年
）、
社
会
史
の
潮
流
が
話
題
に
な
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
偉
い
先

生
方
を
「
さ
ん
」
づ
け
で
呼
び
、
読
み
か
じ
っ
た
知
識
で
議
論
を
し
て
い
た
。
若
気
の
い
た
り
と
は
い
え
、
生
意
気
で
ぜ
い
た
く
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
こ
の
と
き
に
初
め
て
、
学
術
雑
誌
の
論
文
を
読
む
こ
と
を
覚
え
、
史
料
の
な
か
に
こ
そ
答
え
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

（
６
）
事
典
の
副
産
物
と
し
て
、
日
本
イ
ス
ラ
ム
協
会
編
『
イ
ス
ラ
ム
事
典
』
を
企
画
し
一
九
八
二
年
に
刊
行
、
そ
の
二
年
後
平
凡
社
を
退
職

し
、
大
学
院
（
東
洋
史
）
に
進
学
し
た
。
八
二
五
の
項
目
、
一
二
〇
〇
枚
の
原
稿
を
読
む
な
か
で
、
内
在
的
な
関
心
が
芽
生
え
、
そ
れ
を
自
分

の
眼
で
史
料
に
あ
た
っ
て
考
え
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
、
史
料
の
読
み
方
を
習
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
動
機
だ
っ
た
。
大
学
院
受
験
に
は

二
回
失
敗
し
、
よ
う
や
く
三
度
目
に
合
格
し
た
。
最
初
に
不
合
格
に
な
っ
た
と
き
、
佐
藤
次
高
先
生
が
、「
一
年
か
け
て
史
料
を
よ
ん
で
論
文

を
書
き
な
さ
い
」
と
い
っ
て
、
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
（
一
五
四
三
年
没
）
の
『
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の
歴
史
』
の
校
訂
本
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
初
級
は
自
学
自
習
し
て
い
た
と
は
い
え
、
史
料
を
よ
む
の
は
初
め
て
で
一
頁
読
む
の
に
数
時
間
か
か
っ
た
。
大
学
院
受
験

に
あ
た
っ
て
卒
業
論
文
に
か
え
て
提
出
し
た
「
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
の
マ
ド
ラ
サ
と
ウ
ラ
マ
ー
社
会
」
は
、
最
初
の
学
術
論
文
（『
東
洋
学
報
』
一

九
八
七
）
と
な
り
、
九
四
年
に
は
英
語
で
刊
行
し
た
。

（
７
）
大
学
院
進
学
時
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
都
市
（
社
会
）」、
以
後
変
わ
っ
て
い
な
い
。
動
機
の
第
一
は
、
対
象
を
都
市
に
限
定
す
る
こ
と

で
、
人
間
の
生
き
る
、
織
り
な
す
世
界
の
全
体
（
像
）
を
描
き
た
い
と
い
う
こ
と
。
自
分
自
身
が
都
市
で
育
ち
、
根
を
も
た
な
い
こ
と
が
関
係

し
て
い
た
。
や
が
て
、
都
市
は
、
空
間
（
ハ
ー
ド
）
と
社
会
（
ソ
フ
ト
）
か
ら
な
り
た
っ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
が
都
市
の
変
容
（
発
展
と
衰

退
）
を
つ
く
り
だ
す
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市
世
界
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
）。

（
８
）
修
士
論
文
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
都
市
社
会
―
ダ
マ
ス
ク
ス
を
中
心
に
」
は
、「
末
期
の
」
社
会
が
主
題
で
あ
っ
た
。
官
僚
や
軍
人
の

ジ
ャ
マ
ー
ア
（
党
派
、
家
門
）
が
支
配
の
核
と
な
り
、
こ
れ
に
対
抗
し
、
街
区
で
は
ズ
ー
ル
（
任
侠
無
頼
）
が
台
頭
す
る
。
マ
ム
ル
ー
ク
、
ウ

ラ
マ
ー
、
民
衆
と
い
っ
た
階
層
が
解
体
し
、
非
正
統
的
な
集
団
に
結
集
す
る
と
い
う
（
近
世
へ
の
）
変
化
と
し
て
位
置
付
け
た
。
ラ
ピ
ダ
ス
の
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都
市
社
会
論
（『
中
世
後
期
の
ム
ス
リ
ム
都
市
』
一
九
六
七
）
に
刺
激
を
う
け
つ
つ
、
賄
賂
と
ズ
ー
ル
を
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
事
象
と
し
て
扱

う
こ
と
で
、
末
期
を
単
な
る
無
秩
序
・
混
乱
で
は
な
く
、
新
し
い
秩
序
の
生
成
期
で
あ
る
と
考
え
た
。
賄
賂
や
上
納
金
を
つ
か
っ
て
で
も
、
生

き
延
び
よ
う
と
す
る
人
々
に
、
人
間
臭
い
共
感
を
も
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
提
出
し
た
時
点
で
は
、「
や
り
と
げ
た
」
と
思
っ
た
が

（
手
書
き
四
〇
〇
字
五
〇
〇
枚
）、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
の
泣
き
声
を
き
き
な
が
ら
夢
中
で
書
い
た
も
の
ゆ
え
に
、
専
門
的
な
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
な
評
価
を
う
け
る
の
か
が
不
安
だ
っ
た
。
史
学
会
東
洋
史
部
会
で
の
発
表
（
一
九
八
六
年
）
は
十
数
人
の
聴
衆
だ
っ
た
。
日
本
中
東

学
会
大
会
発
表
（「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
賄
賂
と
行
政
」
一
九
八
七
年
）
で
は
「
賄
賂
」
を
前
面
に
だ
し
た
と
こ
ろ
、
会
場
か
ら
強
い
手
応

え
が
あ
っ
た
。
修
士
論
文
は
『
史
学
雑
誌
』
に
発
表
（
一
九
八
九
年
）、
改
訂
版
を
シ
カ
ゴ
大
学
のM

am
lūk Studies Review

の
日
本
研
究
者

特
集
号
に
寄
稿
し
た
（
二
〇
〇
六
年
）。
森
本
芳
樹
先
生
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
、
故
人
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
研
究
に
つ
い
て
「
コ
ス
モ
ロ

ジ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ア
ウ
ト
ロ
ー
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
し
（『
歴
史
学
研
究
』　

六
〇
七
号
、
一
九
九
〇
）、
と
く
に
後
二

者
は
三
浦
さ
ん
の
研
究
イ
メ
ー
ジ
で
す
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
自
分
で
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ

て
、
欧
米
で
も
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
賄
賂
や
悪
を
主
題
と
す
る
論
文
や
著
書
が
刊
行
さ
れ
、
私
の
関
連
論
文
も
引
用
数
が
増
え
て
い
る
。

（
９
）
一
九
八
八
年
か
ら
重
点
領
域
研
究
「
比
較
の
手
法
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市
性
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
板
垣
雄
三
）

が
開
始
さ
れ
、「
権
力
構
造
と
都
市
」
と
い
う
班
に
は
い
り
、
加
藤
博
さ
ん
（
社
会
経
済
史
）
か
ら
は
研
究
方
法
の
刺
激
を
う
け
、
ま
た
班
研

究
会
に
提
出
し
た
「
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
権
力
構
図
」
は
そ
の
後
も
よ
く
利
用
し
て
い
る
（
図
１
）。
二
年
目
の
全
体
集
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
異

な
る
地
域
の
都
市
の
比
較
は
可
能
か
」
の
報
告
者
を
つ
と
め
、
そ
の
延
長
で
高
澤
紀
恵
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
史
）、
山
本
英
史
さ
ん
（
中
国
史
）

ら
他
地
域
の
研
究
者
と
定
期
的
な
勉
強
会
を
も
っ
た
。
ま
た
、
羽
田
正
・
私
市
正
年
・
林
佳
世
子
・
小
松
久
男
さ
ん
と
共
著
『
イ
ス
ラ
ム
都
市

研
究
：
歴
史
と
展
望
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
）
を
編
集
・
刊
行
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
先
の
全
体
集
会
の
総
合
討
論
が
言
い
放
し

の
空
中
戦
に
な
っ
た
と
き
、
嶋
田
襄
平
先
生
が
せ
め
て
欧
米
の
研
究
史
は
フ
ォ
ロ
ー
せ
よ
、
と
叱
咤
し
た
こ
と
に
あ
る
。
執
筆
期
間
は
約
一

年
、
パ
ソ
コ
ン
は
あ
っ
て
も
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
も
ほ
と
ん
ど
稼
働
し
て
い
な
い
時
期
の
こ
と
、
ひ
た
す
ら
論
文
を
読
ん
で
は
、
文
献
カ
ー
ド
を
起
こ
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し
、
図
書
館
で
現
物
を
探
し
て
コ
ピ
ー
す
る
と
い
う
作
業
を
く
り
返
し
た
。
九
〇
年
一
二
月
、
予
稿
を
も
ち
よ
っ
て
開
催
し
た
松
山
で
の
合
評

会
で
、
岸
本
さ
ん
が
超
絶
な
コ
メ
ン
ト
（
メ
タ
原
理
と
は
な
に
か
）
を
突
き
つ
け
た
。
地
域
・
時
代
に
よ
る
都
市
の
違
い
と
と
も
に
、
観
点
の

違
い
も
浮
か
び
あ
が
り
、
羽
田
さ
ん
が
序
論
「
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
論
の
解
体
」
を
、
私
が
終
章
「
都
市
研
究
の
再
構
築
に
む
け
て
」
を
書
い

た
。
い
ず
れ
も
五
名
の
メ
ン
バ
ー
の
討
議
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
終
章
で
は
、
都
市
研
究
の
方
向
と
し
て
、「
参
照
系
と
し
て
の
都
市
」

と
い
う
提
言
を
し
た
。「
都
市
の
空
間
」「
都
市
の
集
団
」
で
は
な
く
、「
空
間
と
し
て
の
都
市
」「
集
合
と
し
て
の
都
市
」
を
問
う
こ
と
で
、
都

市
か
ら
出
発
す
る
オ
ー
プ
ン
な
研
究
の
展
開
を
期
待
し
た
。
都
市
史
研
究
者
の
伊
藤
毅
さ
ん
は
、「
方
法
と
し
て
の
都
市
」
と
い
う
こ
と
で
す

ね
、
と
評
し
た
。
当
該
書
は
、
九
四
年
に
増
補
・
英
語
版
が
刊
行
さ
れ
、
海
外
で
も
書
評
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
欧
米
の
図
書
館
に
も
広
く
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。（「
都
市
研
究
を
こ
え
て
」『
創
文
』
四
一
〇
号
、
一
九
九
五
）。

（
10
）「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」（
創
成
的
基
礎
研
究
、
研
究
代
表
者
佐
藤
次
高
、
一
九
九
七
―
二
〇
〇
二
）
の
後
半
に
、
岸
本
さ
ん
と
文
化

人
類
学
者
の
関
本
照
夫
さ
ん
と
と
も
に
「
比
較
史
の
可
能
性
」
と
い
う
研
究
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。
三
年
間
で
計
九
回
の
研
究
会
を
行

い
、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
ア
ジ
ア
か
ら
比
較
す
る
こ
と
、
単
な
る
異
同
の
発
見
で
は
な
く
、
異
同
の
理
由
を
問
う
こ
と
（
原
理
的
比
較
）
を
旗

印
に
掲
げ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
『
比
較
史
の
ア
ジ
ア
ー
所
有
・
契
約
・
市
場
・
公
正
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）
を
刊
行
し
、「
序

　

原
理
的
比
較
の
試
み
」
で
は
、
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
シ
ー
ダ
・
ス
コ
チ
ポ
ル
の
比
較
史
論
を
ベ
ー
ス
に
、
図
２
を
作
成
し
た
。
あ
る
地
域

Ａ
に
お
い
て
現
象
Ｙ
の
原
因
が
Ｘ
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
真
の
原
因
と
は
い
え
な
い
。
別
の
地
域
Ｂ
で
同
様
の
現
象
Ｙ
の
原
因
が

Ｚ
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
あ
る
い
は
原
因
Ｘ
が
あ
っ
て
も
現
象
Ｙ
が
起
き
て
な
い
と
す
れ
ば
）、
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
原
因
（
原
理
）
が
あ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
間
の
諸
現
象
の
比
較
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
因
果
関
係
を
、
よ
り
広
く
よ
り
深
い
レ

ベ
ル
で
探
索
・
検
討
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
要
因
を
帰
し
が
ち
な
中
東
研
究
へ
の
自
戒
で
あ
り
、
ま
た
、
特
定
の
地
域
や

時
代
の
み
に
限
定
し
て
実
証
的
で
あ
る
と
主
唱
す
る
歴
史
研
究
へ
の
批
判
で
も
あ
っ
た
。
中
国
社
会
と
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
と
の
間
に
は
意
外
な

ほ
ど
の
共
通
性
が
あ
る
。
絶
対
的
な
創
造
主
（
天
、
ア
ッ
ラ
ー
）
と
そ
こ
か
ら
権
威
を
賦
与
さ
れ
た
君
主
（
皇
帝
、
カ
リ
フ
）、
バ
ラ
ン
サ
ー
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と
し
て
の
知
識
人
・
官
僚
層
（
士
大
夫
、
ウ
ラ
マ
ー
）、
私
的
所
有
権
の
契
約
と
市
場
に
よ
る
取
引
の
三
つ
で
あ
る
。
他
方
、
契
約
（
お
よ
び

裁
判
）
と
い
う
場
で
、
人
を
結
び
つ
け
る
（
制
す
る
）
装
置
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
法
の
普
遍
性
」、
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は

「
第
三
者
」、
中
国
で
は
「
一
致
し
た
合
意
」
を
提
示
し
た
。

（
11
）
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
い
く
つ
か
の
比
較
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
誘
い
を
う
け
た
。
寺
田
浩
明
さ
ん
（
中
国
法
）
か
ら
は
法
制
史
学
会
の

研
究
会
に
招
か
れ
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
研
究
者
と
議
論
を
交
わ
し
た
（『
法
が
生
ま
れ
る
と
き
』
創
文
社
、
二
〇
〇
八
）。
渡
辺
浩
一
さ

ん
（
日
本
近
世
都
市
史
）
が
主
宰
す
る
、
国
文
学
研
究
資
料
館
を
拠
点
と
す
る
「
歴
史
的
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
多
国
間
比
較
に
関
す
る
研
究
」

（
二
〇
〇
四
―
〇
七
）
で
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
英
仏
）、
中
東
（
ト
ル
コ
）
を
五
つ
の
軸
と
し
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、

五
つ
の
地
域
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
国
内
外
の
多
数
の
研
究
者
と
出
会
い
、
そ
の
研
究
や
資
料
に
直
に
触
れ
る
こ
と
で
、
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
（
文
書
資
料
）
を
焦
点
と
し
、
そ
の
作
成
や
保
存
の
主
体
（
国
家
、
中
間
団
体
、
個
人
）
や
書
式
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
形
か
ら
、
三
者

の
関
係
性
を
あ
ぶ
り
だ
す
、
と
い
う
手
法
を
学
ん
だ
（『
中
近
世
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
多
国
間
比
較
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
の
小
文
）。
二
〇
一

一
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
（
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
）
の
中
東
研
究
者
ラ
ン
デ
ィ
・
ド
ゥ
ギ
エ
ム
さ
ん
が
主
宰
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
の
国
際
共
同
研
究

「
ワ
ク
フ
」
に
、（
公
財
）
東
洋
文
庫
と
し
て
参
加
し
、
科
研
費
（
ワ
ク
フ
・
寄
進
の
比
較
研
究
）
も
採
択
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
は
東
洋
文
庫

で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ワ
ク
フ
の
比
較
研
究
―
東
方
か
ら
」
を
開
催
し
、
そ
の
成
果
を
英
語
の
論
集
と
し
て
刊
行
し
た
。
比
較
歴
史
学
の
オ

ム
ニ
バ
ス
授
業
「
比
較
社
会
史
」
で
も
、
寄
進
を
テ
ー
マ
と
し
、
新
井
由
紀
夫
・
神
田
由
築
・
大
薮
海
の
諸
氏
に
登
壇
い
た
だ
い
た
。
比
較
と

は
、
発
見
の
道
具
で
あ
り
、
図
３
の
よ
う
な
地
域
間
比
較
の
マ
ト
リ
ク
ス
を
書
い
て
は
直
し
て
い
る
。

（
12
）
二
〇
〇
五
年
に
、
文
教
育
学
部
の
四
つ
の
学
科
の
共
通
コ
ー
ス
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
学
環
」（
グ
ロ
文
）
が
設
置
さ
れ
、
私
は
そ

の
専
任
教
員
と
な
り
、
比
較
歴
史
学
は
兼
担
と
な
っ
た
。
新
設
科
目
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」「
地
域
研
究
方
法
論
」
を
担
当
し
、

比
較
歴
史
学
コ
ー
ス
の
「
ア
ジ
ア
史
研
究
法
」
と
演
習
は
、
グ
ロ
文
の
「
イ
ス
ラ
ム
社
会
文
化
論
」
と
合
同
授
業
と
な
っ
た
。
中
東
・
イ
ス

ラ
ー
ム
の
教
育
・
研
究
に
は
、
歴
史
の
よ
う
な
通
時
的
な
軸
と
地
域
研
究
の
よ
う
な
共
時
的
な
軸
の
双
方
が
必
要
な
の
で
、
恰
好
の
場
が
提
供
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さ
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
グ
ロ
文
の
入
門
授
業
（「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
学
総
論
」）
で
は
、
高
校
生
や
大
学
生
の
イ
ス
ラ
ー
ム
認
識
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
認
識
の
問
題
を
導
入
と
し
た
。
高
校
の
世
界
史
教
科
書
の
編
集
に
長
く
携

わ
っ
て
き
た
た
め
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
歴
史
教
科
書
の
比
較
に
も
関
心
を
抱
い
た
。
〇
五
年
春
に
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
学
の
コ
ー
ス
を

も
つ
八
大
学
を
ま
わ
っ
て
授
業
を
参
観
し
、
そ
れ
に
刺
激
を
う
け
、
授
業
の
や
り
方
を
「
双
方
向interactive

」
に
変
え
た
。「
問
い
か
け
」
を

軸
と
し
、
毎
回
の
授
業
後
に
課
題
提
出
（
コ
メ
ン
ト
）
を
も
と
め
、
次
の
授
業
時
の
最
初
に
振
り
返
り
を
行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
ス
ラ

イ
ド
）
も
常
用
し
た
。
下
を
む
い
て
プ
リ
ン
ト
を
読
む
の
で
は
な
く
、
前
を
む
い
て
教
材
や
教
員
と
対
話
す
る
授
業
に
変
え
た
。
ス
ラ
イ
ド

は
、
画
像
や
図
表
が
使
い
や
す
い
と
い
う
利
点
だ
け
で
な
く
、
点
や
線
で
は
な
く
全
体
（
面
）
を
意
識
す
る
と
い
う
点
に
す
ぐ
れ
、
そ
れ
が
電

子
式
紙
芝
居
の
最
大
の
利
点
で
あ
る
。
ま
た
、
文
理
融
合
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
系
列
で
「
宗
教
文
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
隔

年
で
開
講
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
女
性
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
切
り
口
と
し
て
、
日
本
と
の
関
係
や
比
較
の
観
点
を
い
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
そ
の
も

の
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
そ
の
も
の
の
問
題
を
考
え
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
た
。
開
講
当
初
は
三
〇
名
程
度
だ
っ
た
が
、
や
が
て
朝
一
番
の
授
業

で
も
百
名
を
こ
え
る
人
気
科
目
？
と
な
っ
た
（「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
な
に
を
語
る
か

―
双
方
向
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
」『
日
本
歴
史
学
協

会
年
報
』
第
三
一
号
、
二
〇
一
六
）。

（
13
）
こ
う
し
て
ふ
た
た
び
、
教
育
の
場
で
地
域
研
究
を
担
当
し
、
ま
た
二
〇
一
二
年
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
始
さ
れ
、「
地
域
（
研
究
）
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
立
場
に
た
た
さ
れ
た
。
地
域
研
究
は
、
学
際
的
総
合
的
研
究
を
め
ざ

す
も
の
で
あ
る
が
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
ギ
ブ
が
一
九
六
三
年
に
示
し
た
「
東
洋
学
（
人
文
学
）
と
社
会
科
学
と
の
結
婚
」、
す
な
わ
ち
特
定
地
域

に
つ
い
て
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
ン
ド
の
知
識
と
社
会
科
学
の
分
析
手
法
の
双
方
を
兼
ね
備
え
た
研
究
（
者
）
と
い
う
要
請
は
い
ま
な
お
課
題
で
あ

る
が
、
現
在
は
、
こ
れ
に
「
自
然
・
環
境
」
に
つ
い
て
の
知
見
や
理
工
系
の
技
術
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
の
中
東
研
究
で
は
、
歴
史
研

究
者
が
約
三
割
を
し
め
、
近
年
は
、
現
代
の
政
治
・
経
済
・
社
会
の
研
究
が
増
加
し
て
い
る
が
、
文
学
・
芸
術
や
自
然
・
技
術
の
研
究
が
手
薄

で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
（『
日
本
中
東
学
会
年
報
』
一
九
―
二
、
二
一
―
二
、
二
八
―
二
参
照
）。
他
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
論
と
い
う
点
で
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は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
「
制
度
・
組
織
」
に
対
置
し
て
、
個
人
間
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
中
東
や

イ
ス
ラ
ー
ム
の
専
売
特
許
で
は
な
く
、
ど
の
社
会
に
も
存
在
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
結
合
の
あ
り
方
（
質
）
を
問
う
必
要
が
あ
る
（
二
宮
宏
之
編

『
結
び
合
う
か
た
ち
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
五
の
拙
稿
）。
近
年
岸
本
さ
ん
は
、
費
孝
通
の
社
会
類
型
論
を
援
用
し
、
中
国
社
会
の
人
的
結
合

で
は
「
人
倫
」
が
基
盤
と
な
り
、
社
会
は
個
人
を
中
心
点
と
す
る
波
紋
と
な
る
と
述
べ
る
。
図
４
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
、

中
国
の
三
つ
の
人
的
結
合
の
違
い
（
団
体
型
、
人
倫
型
、
契
約
型
）
に
着
目
し
て
私
が
作
図
し
た
も
の
で
、
社
会
類
型
（
イ
メ
ー
ジ
）
と
し
て

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ウ
ェ
ブ
と
い
え
る
（
渡
辺
浩
一
編
『
比
較
近
世
都
市
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
所
収
）。
中
東
・
イ
ス

ラ
ー
ム
の
人
的
結
合
で
は
、
上
下
の
差
序
よ
り
も
対
等
・
水
平
が
基
調
と
な
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
社
会
類
型
そ
の
も
の
を
固
定

化
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
の
事
象
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
類
型
を
使
っ
て
ク
ロ
ス
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
象
や
論
題
を
多
元
的
な
位

相
で
分
析
す
る
道
具
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
14
）
さ
い
ご
に
、
歴
史
研
究
と
は
な
に
か
、
他
の
学
問
と
比
べ
独
自
な
意
義
を
も
つ
の
か
、
と
い
う
問
い
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、『
歴
史
学
研
究
』（
九
五
二
号
、
二
〇
一
六
）
に
寄
稿
し
た
文
を
引
用
す
る
。「
か
つ
て
あ
る
理
系
の
研
究
者
か
ら
、
歴
史
学
に
は
法
則

が
あ
る
の
か
？
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
歴
史
学
に
は
独
自
な
法
則
は
な
く
、
法
学
、
経
済
学
、
政
治
学
、
社
会
学
な
ど
の
諸
法
則
が
社

会
の
生
き
た
局
面
で
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
を
総
合
的
に
討
究
す
る
学
（
場
、
実
験
室
）
と
い
え
る
。
こ
れ
は
生
物
学
が
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル

で
は
物
理
学
や
化
学
の
法
則
に
則
り
な
が
ら
、
生
命
体
と
し
て
統
合
さ
れ
る
局
面
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
る
。
法
や
経
済
な
ど
の
諸
法

則
が
現
実
平
面
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
働
く
の
か
を
、
具
体
的
な
過
去
の
事
例
を
つ
う
じ
て
学
ぶ
こ
と
は
、
社
会
で
働
き
、
暮
ら
す
う
え
で
の

生
き
た
力
と
な
る
」。
あ
る
理
系
の
研
究
者
と
は
、
郷
通
子
前
学
長
で
あ
り
、
こ
れ
を
ス
ラ
イ
ド
に
し
た
図
５
は
授
業
で
よ
く
用
い
て
い
る
。

（
15
）
歴
史
研
究
、
地
域
研
究
、
比
較
研
究
に
つ
い
て
の
足
跡
と
方
法
を
語
っ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な

研
究
（
成
果
）
を
し
た
の
か
？
と
問
わ
れ
る
と
、
ま
だ
途
上
で
す
、
と
答
え
ざ
る
を
え
な
い
。
二
〇
一
五
年
に
刊
行
し
た
研
究
書
（D

ynam
ism
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は
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ス
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
街
区
の
形
成
と
衰
退
の
過
程
を
一
二
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
と
し
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
述
べ
た
。「
こ
の
世
に
は
ア
ッ
ラ
ー
以
外
に
絶
対
的
な
正
義
は
存
在
し
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
人
間
と
行
為
は
、
社
会
的
な
コ
ン
テ
ク
ス

ト
で
判
断
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
非
合
法
な
正
義
も
合
法
的
な
不
正
義
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
（
動
的
関
係
）
こ
そ
が
、
人

的
関
係
し
だ
い
で
、
都
市
社
会
を
、
発
展
に
も
、
衰
退
に
も
、
カ
オ
ス
に
も
導
く
の
で
あ
る
」。
こ
の
結
語
は
、
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
と
い
う
ひ
と

つ
の
街
区
の
歴
史
か
ら
導
い
た
仮
説
と
し
て
は
、
針
小
棒
大
の
批
判
を
免
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
見
通
し
を
も
ち
え
た
の
は
、
お
茶
の
水
女

子
大
学
と
い
う
学
際
的
で
自
由
な
場
で
す
ご
す
こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
あ
る
。
今
回
の
特
集
の
論
考
は
、
個
々
人
の
自
発
性
と
持
続
性
こ
そ

が
多
様
な
研
究
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
が
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
大
学
の

授
業
や
教
育
を
再
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
ら
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

　

本
号
に
は
、
特
集
と
と
も
に
、
私
の
「
最
後
の
研
究
室
便
り
」
と
履
歴
書
・
業
績
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
室
伏
き

み
子
現
学
長
が
昨
年
一
一
月
の
学
長
選
考
で
再
任
さ
れ
、
私
も
も
う
二
年
間
、
理
事
・
副
学
長
（
教
育
担
当
）
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
両
稿
は
、
理
事
を
退
職
し
お
茶
大
を
去
る
と
き
に
掲
載
す
る
こ
と
と
な
る
。
勝
手
な
が
ら
、
以
上
の
変
更
を
お
許
し
い
た
だ
き
た

い
。
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図４ 個と社会の類型

Ｃ 契約型＝ネットワーク型

団体・社団

Ａ 団体（構造）型＝ブロック型

個人間の関係

個・個人

身分
個・個人

団体（家族、街区、宗派
など）

 団体
（宗族、結社、
同業組合など）

Ｂ 差序（人倫）型＝ウエッブ型

差序（人倫）

個・個人
政治 

経済 

文化 
生活 

法 

Method 
（政治学、経済学、社会学、
法学、文化人類学、心理学、

哲学・・・・） 

Perspective 

（人類と環境） 
Skill 

（語学、情報、統計、
社会調査・・・） 

歴史の平面 
＝未来への 
資料source 

歴史学の 
実験室 

図５歴史学の 
実験室 
→タテ・ヨコ・ナナメの比較 
歴史学と社会科学 

図１ マムルーク体制
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軍人
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農民
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都市
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官職
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略奪容認

徴兵
動員
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「マムルークは行政を通じてではなく、あらゆる生死にかかわる社会的な絆
を手中にすることによって都市を支配した」（Ira M. Lapidus, Muslim Cities in 
the Later Middle Ages, Cambridge, 1967） 

抗議・反乱

図２ イスラーム地域の比較研究
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図３ 地域間比較：発見の道具として 
中東

（ダマスクス）
中国 ヨーロッパ 日本

寄付
（永代不動産）

ワクフ 族産、寺田、
祠堂、善堂

捐

私有教会

死手財産
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寄進（荘園）

ヤクザ 都市（の街区）
暴力（無頼）/ 
任侠（両義性）

任侠/無頼 Outlaw/ 
Social bandit 

やくざ、
ならずもの、

侠客

契約と裁判 個人の所有権
第三者（証人、
調停者）、公平

田面・田底
典（質）
情理

排他的所有権
一義的な法

理非
大岡裁き

都市社会
（ハードと
ソフト）

ブロック状の
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アドル（公正）と
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